
                        
                        

活動名 LINE の使い方を確認しよう① 

学校名 みどり支援学校 

学年 高等部（新栄分教室）全学年 人数 44 人 

日時 令和５年４月 28 日（金）13︓35 〜 14︓25 

取扱いの分類 特別の教科 道徳 

講師 分教室長・担任 

学習のねらい 
分教室で実際に起きた SNS トラブルを背景に、SNS に書き込んでよいこと・いけな
いこと、相手が傷つくことを書き込まない、書き込ませない、傍観しないことを理解さ
せる。 

 

内容 

※前半は、室長による自作教材を用いて３学年合同で実施。後半は学年ごとに
教室で話し合う。 
＜導入＞ 
各自のこれまでの SNS の使い方を振り返り、悪口や恥ずかしい画像等の要求など
がきたらどうするか、教員の自作教材や質問を通して確認する。 
＜展開＞ 
感情は人それぞれだが、相手も同じとは限らないこと、自分の感情を優先して誰か
を傷つけたり、恥ずかしい思いをさせたりしてはいけないし、そのようなことから自分の
身を守る方法も知ること、そのようなやり取りに気づいたときに相談することを、「友
達のいやなところに気づいたら」「友達のアカウントを知りたいとき」「LINE のルールを
決めよう」について、話し合いを通じて気づかせる。 
＜まとめ＞ 
間違った使い方をしないだけでなく、困ったら相談することが大切だと知らせる。 

成果 
生徒から相手を思って書き込むことの大切さについて積極的に意見が出された。年
度初めに、安心安全な学校生活には全員の理解が必要であることを確認できた。 

課題 
生徒の関係性の変化と個に応じた指導の積み重ねが必要。３学期に外部講師
（NPO 情報セキュリティフォーラム）による「インターネット被害未然防止講座」を
実施し、年間の指導のまとめとする。 

性に関する指
導の手引き 
参考箇所 

指導事例 小学校３年生（道徳科）および特別支援学校１年生【高等部(知
的障がい)】（保健体育科） 

「生命（いのち）の安全教育」 実践事例 



【使用教材の一部】 

 

 


